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永 年 勤 続 議 員 表 彰
〜全国市議会議長会より〜

　令和２年第３回臨時会が、５月13日に開催された。提出議案は、

令和２年度一般会計補正予算など８件ですべて原案どおり可決した。

補正予算の主なものとしては、国による10万円の特別定額給付金事

業に係る経費や、玉名市独自の緊急経済対策に係る経費などであった。

　令和２年第４回定例会は、６月１日から６月23日まで

開催された。提出議案は、令和２年度補正予算、条例制定、

人事案件など28件ですべて原案どおり可決した。

　補正予算の主なものとしては、新型コロナウイルス対

策に伴うものや第１保育所解体工事に係る費用などであっ

た。人事案件では、人権擁護委員の推薦について同意した。

　全国市議会

議長会から永

年勤続表彰が

行なわれ、６

月議会閉会日

の議場にて伝

達された。

■ 特別表彰（25年）	 田畑　久吉 議員

■ 一般表彰（15年）	 近松惠美子 議員

令和２年　第４回定例会（６月）

令和２年　第３回臨時会（５月13日）

陳情 審議結果

件　　　　名 所管委員
会 委員会結果 本会議最終結果

陳第１号 種苗法改正の中止を求める意
見書の提出に関する陳情

建設経済
委 員 会

不採択
（賛成なし）

不採択
（賛成少数）

令和元年
陳第２号

梅林地区における公民館新設
に関する陳情

文教厚生
委 員 会

採択
（全員一致）

採択
（全会一致）

令和元年
陳第３号

小田地区における地域コミュ
ニティーの施設及び場所の確
保に関する陳情

文教厚生
委 員 会

採択
（全員一致）

採択
（全会一致）

令和元年
陳第４号

小学校閉校に伴う旧月瀬校区
コミュニティー集会場及び広
場建設に関する陳情

文教厚生
委 員 会

採択
（全員一致）

採択
（全会一致）

令和元年
陳第６号

三ツ川地区における地域活動
等の多目的広場及びコミュニ
ティーセンター施設の整備に
関する陳情

文教厚生
委 員 会

採択
（全員一致）

採択
（全会一致）

　　　　　 10万円給付・
市独自の緊急経済対策実施

令和２年　第４回定例会　議案の審議結果

人　事
　人権擁護委員候補者の推薦につい
て同意しました。	 （敬称略）

阪
さかぐち

口　心
しんじ

志	 芦
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子	 寺
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岡　和
かず お

夫

笠
りゅう

　　哲
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郎

■賛否の分かれた議案

議　　案

坂
本　

公
司

吉
田
真
樹
子

吉
田　

憲
司

一
瀬　

重
隆

赤
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俊
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多
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松
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憲
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志
郎

西
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裕
文

嶋
村　
　

徹

内
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靖
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江
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計
司

近
松
惠
美
子

前
田　

正
治

作
本　

幸
男

森
川　

和
博

中
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嘉
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田
畑
ひ
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し 議決結果

（
新
生
ク
）

（
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（
自
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（
市
民
改
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（
新
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（
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未
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）

（
創
政
未
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）

（
自
友
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）

（
公
明
党
）

（
新
生
ク
）

（
市
民
改
革
）

（
自
友
ク
）

（
無
会
派
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（
新
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（
共
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民
改
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）

（
新
生
ク
）

（
市
民
改
革
）

議第42号
専決処分事項の承認について	 専決第７号
玉名市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の制定について

○○○○○○○○×○○○○○○×○○議長○
原案可決

（賛17、反2）

※新生ク…新生クラブ／自友ク…自友クラブ／創政未来…創政未来／市民改革…市民改革クラブ／無会派…会派に属さない議員

○…賛成　×…反対

議番号 議　　　案　　　名

議第46号 令和２年度玉名市一般会計補正予算（第３号）

議第47号
令和２年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
１号）

議第48号 令和２年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

議第49号
令和２年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会
計補正予算（第１号）

議第50号 令和２年度玉名市水道事業会計補正予算（第１号）

議第51号 令和２年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

議第52号 令和２年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第１号）

議第53号 玉名市消費生活安心条例の制定について

議第54号
玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

議第55号
玉名市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議第56号
玉名市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
について

議第57号
玉名市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

議第58号
玉名市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

議番号 議　　　案　　　名

議第38号
専決処分事項の承認について	 専決第３号
玉名市介護保険条例の一部を改正する条例の制定につ	
いて

議第39号
専決処分事項の承認について	 専決第４号
令和元年度玉名市一般会計補正予算（第９号）

議第40号
専決処分事項の承認について	 専決第５号
玉名市税条例等の一部を改正する条例の制定について

■全会一致で可決、同意した議案

■全会一致で承認、可決した議案

議番号 議　　　案　　　名

議第59号
玉名市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議第60号
玉名市九州新幹線渇水等被害対策農業用水施設条例の一
部を改正する条例の制定について

議第61号 玉名市勤労青少年ホーム条例を廃止する条例の制定について

議第62号 市道路線の廃止及び認定について

議第63号 財産の取得について

議第64号 財産の処分について

議第65号 人権擁護委員候補者の推薦について

議第66号 人権擁護委員候補者の推薦について

議第67号 人権擁護委員候補者の推薦について

議第68号 人権擁護委員候補者の推薦について

議第69号 人権擁護委員候補者の推薦について

議第70号 令和2年度玉名市一般会計補正予算（第4号）

議第71号 玉名市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

議第72号 工事請負契約の変更について

議第73号 財産の取得について

議員提出
第 1 号

玉名市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

議番号 議　　　案　　　名

議第41号
専決処分事項の承認について	 専決第６号
玉名市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について

議第43号
専決処分事項の承認について	 専決第８号
玉名市税条例の一部を改正する条例の制定について

議第44号
専決処分事項の承認について	 専決第９号
令和２年度玉名市一般会計補正予算（第１号）

議第45号 令和２年度玉名市一般会計補正予算（第２号）

玉名の農業振興のため！	 前田 正治
農業者の自家増殖を原則禁止とする法改正は、玉名の基幹産業である農業振興に甚
大な影響を与えてしまう。これまでに、種の選抜や改良をし、地域に適した多様な品
種の定着等に取り組んできた農業者に対して、今後大きな費用負担をしいることにな
る。さらには日本農業の衰退にもつながるため、この意見書を提出することに賛成する。

前田 正治
この改正で、国保税の課税限度額が、現行の96万円から99万円に引き上げられ、同時に５割と２割軽減世帯の対象が広がる。
現在、新型コロナウイルスが蔓延し緊急事態宣言がなされており、市民の命とくらしと生業を守ることが不可欠。生活が苦し
い状況下に、このような引き上げは反対。

陳第１号	 種苗法改正の中止を求める意見
書の提出に関する陳情

議第42号	国民健康保険税の課税限度額の引き上げに反対
原案賛成

原案反対

討論
討論

温泉のボーリングポンプ故障により
利用できない「足湯」

解体される玉名第１保育所

市役所１階に設置された
「給付金窓口」

玉名第１保育所解体工事
2,299万円

特別定額給付金事業
66億3,240万円

立願寺公園
温泉井戸改修工事

2,326万円
（足湯温泉掘削工事、

ポンプ設置）

旧庁舎跡地周辺
急傾斜地崩壊対策事業

測量設計業務等
1,700万円

国からの特別定額給付金
１人あたり
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その他の質問

その他の質問

その他の質問

員委 会 報 告

建
設
経
済

文
教
厚
生

総
　
務

再開された介護予防活動の状況は

質問 コロナウイルス感染症の影響で中止していた介護

予防活動の再開後の状況は。

答え 	６月１日から再開しているが、各地区の判断で３
分の１程度は自粛中である。再開後の参加者数は、
ある程度中止前の水準に戻っている。

新型コロナ対策で各小中学校に配分される消耗品費の状況は

質問 学校教育活動再開支援事業で、各小中学校に配分される消耗品費は、大規模校３校とそ

れ以外の学校に区分してある。もう少し学校規模に応じた、段階的な配分にはできない

のか。

答え 	国からの通知に大枠のイメージが示してあり、今後詳細な通知があると思われる。学校側
がなるべく早く予算を活用できるように、このような配分とした。今後の状況をみて、小
規模校の執行残額を大規模校に回すなどの対応を図っていきたい。

令
和
２
年
６
月
17
日
開
催

令
和
２
年
６
月
16
日
開
催

令
和
２
年
６
月
15
日
開
催

随意契約の根拠は

質問 	基幹業務システムのサーバー機器の入れ替えは、随意契約で
行なうとのこと。契約をする上での根拠となるものがあるのか。

答え 	地方自治法施行令第167条の２第１項第２号で「契約の性質
により競争入札に適さない場合は随意契約でよい」となって
いる。基幹業務入れ替えの際は、庁内組織の選定委員会を開
催し意見を聞いたうえ決定している。

本市の新型コロナ対策費用の財源は

質問 	国の補正予算で「地方創生臨時交付金」が創設されたが、市としての事業計画と一般財
源に与える影響は。

答え 	地方創生臨時交付金の１次配分額は約２億8,000万円。本市独自のコロナ対策として、経
済及び生活支援に約３億4,000万円の対策をすでに行なっている。財源は、交付金や事業
中止予算約8,100万円を活用し、不足した場合は財政調整基金繰入金、繰越金も考えている。

西
川 

裕
文 

議
員

吉
田 

憲
司 

議
員

前
田 

正
治 

議
員

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
創
政
未
来
）

（
共
産
党
）

質 問
コロナの影響で中止となった事業

予算は今後どう活用されるのか！

　コロナの影響を受けて、当初予算は大幅
な見直しをせざるを得ない状況となった。
イベントや様々な事業が中止となり、現時
点で執行できない予算は、概算でいくらか。
その予算は組み替えをして、コロナ対策に
充当されると思うが、方針は決まっている
のか。

総務
部長

行事等の中止事業は減額し、生じ

た財源をコロナ感染症対策経費な

どに充てる

　令和２年度に開催予定で５月末までに行
事等の中止が決定しているのが13事業。
主な内容は、玉名市民会館落成式や玉名納
涼花火大会などで、事業費は約8,200万円
である。この費用は、補正予算にて減額を

行ない、それにより生じた財源をコロナ感
染症対策経費などに充てる。

質 問
嘱託員制度が廃止になった理由と、

区長の役割に変化は生じないのか

　本年度より、嘱託員制度が廃止になり業
務委託となった理由と、それに伴い区長の
権限や責任に違いが発生しないのか。また、
非常勤職員から、一般人の立場になられる
ことで、権限が弱くならないか。

総務
部長

地方公務員法の改正によるもので

あるが、役割については変化は生

じない

　地方公務員法の改正により特別職非常勤
職員の任用要件が厳格化され、区長を特別
職非常勤職員である嘱託員として任用でき
なくなったため、業務委託へと変更した。
変更点は、特別職非常勤職員としての身分
がなくなることに加え、業務のお願いの仕
方が「嘱託員として委嘱する」方法から「区

長個人への委託契約」へと変更されること
のみで、業務の内容、報酬額等、
そのほとんどがこれまでどおり
である。

質 問
区長の行政協力業務の委託契約に

おける諸問題について、対応や見

解を聞く

　区長の行政協力業務は、今年度から委託
契約となった。委託料は、昨年までの報酬
と同額なのに、所得区分の変更により区長
の所得は昨年より確実に増え、税金や保険
料の増加などが問題となる。それに対する
執行部の認識及びその対策を伺う。

総務
部長

決定している対策はないが、今後

十分に検討し、有効な対策を考え

ていく

　次年度の税、保険料などの負担が増加す
るおそれがあるという点については執行部
でも認識しているが、その対策として現時
点で決定しているものはない。しかしなが
ら、本市の円滑な行政運営を進めていく上

では、区長が担っている業務、役割は極め
て重要で必要不可欠なものであり、負担増
への対策の必要性も十分認識している。負
担増が区長のなり手不足の要因
とならないよう今後十分に検討
し、有効な対策を考えていく。

◦	農林水産業・商工業
への新型コロナウイ
ルスの影響

◦	市役所周辺の公共施
設の駐車場

◦	市の目標「10年後の
人口6万人を維持す
る施策

◦	境川の改修

◦	学校再開における教
育委員会の方針

QRコード ▼

QRコード ▼

QRコード ▼
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みんなで進める協働のまちづくり
行政区（自治会）活動

　玉名市には、住民自治組織として 258 の行政区（自
治会）があります。各行政区では、行政区の代表とし
て選ばれた区長が中心となって、環境美化活動や交通
安全・防犯・防災活動、さらにはスポーツレクリエー
ション活動やお祭りの伝統行事など、それぞれ地域ぐ
るみの活動が行われています。
　行政と地域との連携を図るため、本市では、区長に

「広報たまな」の配布や行政区内の住民異動の把握な
ど行政活動の一翼を担っていただき、明るく住みやす
い地域づくりに協力をいただいています。

地域の道路・公園など
の掃除やごみステー
ションの維持・管理

■ 環境美化活動

児童・生徒の通学途中の交通事故を防
ぐための道路横断の際の
安全確保、防犯灯の施設
整備、防犯パトロール

■ 交通安全・防犯・防火活動 地域のコミュニケーションを図るためのお祭
りや運動会などの親睦イベントの開催

■ レクリエーション

問総務課（☎ 75・１420）

地域の道路・公園など

玉名警察署だより そ ㉄玉名警察署（☎ 74・0110）の⑩

■　予想される風水害 ・災害への対策をイメージする…災害との遭遇をいかに
　具体的にイメージできるかが、防災対策の鍵です。常
　に災害への備えを自分でイメージしておきましょう。
・危険箇所や避難経路の確認…市作成のハザードマップ
　を確認し、住んでいる地域の危険箇所（過去に浸水し
　た場所など）や避難経路をあらかじめ確認しましょう。
・備蓄食料などの準備…日頃利用している食料品や生活
　必需品を少し多めに購入しておきましょう。
・家族との連絡手段の確認…災害時に家族が離れた場合
　の安否の確認方法を決め、災害用伝言ダイヤルや災害
　用伝言板などの使用方法を確認しておきましょう。

■　危険な行為
雨風が強いときに①田畑を見に行く②海や川を見に行く
③屋根などの高所で作業をするなどの行為は大変危険で
す。絶対にやめましょう ‼

・河川の氾濫や洪水… 川幅の狭い河川では、急激に増水
 し、氾濫する可能性があります。上流域が大雨の場合、
 下流域は小雨でも急激に増水する可能性があります。
・冠水 …地下道などでの冠水では、入口付近で水深が浅
 くても、内部は深い場合があります。少しでも冠水し
 ている場合は安全な道路に迂回しましょう。

大雨時の災害と対策！ 災害に対する日頃の備えを

災害の備えは大丈夫ですか。食料や生活用品の準備、避難経路を確認し、災害に備えましょう。重要なことは「空
振りを恐れないこと」です。台風や豪雨は事前に予測し、明るい時間帯の予防的避難を心掛けてください。

！

▲行政区（自治会）活動

▲令和元年度の協議会

　

今
期
定
例
会
の
一
般
質
問
は
６
月
９
日
㈫
、
10
日
㈬
、
11
日
㈭
の
３
日
間
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
質
問
時
間
を
通
常
の
半
分
（
30
分
）
に
短
縮
し
て
実
施
。

QRコードで録画映像を 
☞

 
ご覧いただけます一 般 質 問 ここが聞きたい

予
算

▲情報管理課のサーバー機器
を経由し業務を行なう市民
窓口

▲コロナ対策をとっての介護予防事業を実施

玉名市勤労青少年ホームの今後は

質問 	勤労青少年ホームで実施していた講座等の現状は。
施設の今後の活用、建物の耐震はどうなのか。

答え 	各講座は令和元年度まで開設していたが、条例廃
止に伴い一般開放はできなくなる。令和２年度は
国勢調査の執務室として使用するが、その後の利
活用は検討していく。建物の耐震は基準を満たし
ている。

足湯の改修工事の内容は

質問 	立願寺公園の温泉井戸改修について、工事の時期、工期、足湯利用者への周知を伺う。
また朝市への影響は。

答え 	工事の施工期間は年内を予定。足湯利用者への周知は、故障中の看板を設置している。足
湯以外の公園利用は可能であり、朝市でもこれまでどおり利用できる。

▲玉名市勤労青少年ホーム
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その他の質問

その他の質問その他の質問

その他の質問
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議
員
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俊
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員
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（
新
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ラ
ブ
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

質 問
特別な支援を要する子どもたちに、

より効果的な支援体制を！

　支援を要する子どもが、以前に比べ急増
している。子どもの健やかな育ちを支援す
るためには、関連部署が一丸となり危機感
をもって取り組む必要があるのではないか。
また義務教育終了後も、支援のプロセスや
評価を見極めるために、切れ目のない連携
を続けることが重要と思うが市の見解は。

市長
現状を見極めたうえで、関連部署

で連携を図りながら、しっかりと

支援していく

　特別な支援を要する子どもたちの現状は、
以前と比べてどのように推移、変化してき
ているのかを見極めたうえで、福祉という
考え方の中でしっかりと支援していく。支
援に当たっては、それぞれの担当課だけで

の判断ではなく、教育委員会、保健予防課、
子育て支援課の連絡会議を行なっていく。
また、義務教育終了後のリサーチについて
も、今後の施策を推進するに当
たって有効であるため、どのよ
うに実施するか検討する。

質 問
「いだてん大河ドラマ館」関連事

業の検証を

　「いだてん大河ドラマ館」の入場者数は、
当初掲げた目標の30万人に届かなかった。
そこで、費用対効果の検証として、総事業
費とそれに対する総収入の正確な数値を伺
う。

企画経
営部長

営利を目的とせず、市の認知度向

上及び地域の振興につなげるため

に取り組んだ

　総費用は、入場券販売管理及び運営の費
用約1億3,000万円、建物の設置費用約
9,300万円、衣装・小道具などの展示費用
約1億9,800万円、宣伝・広告及びイベン
ト費用約1,900万円、駐車場など外構工事
費用約1,600万円、イベント広場ステージ
借上料約100万円の計約4億5,700万円。

総収入は、入場料収入約4,700万円。その
他、県補助金3,700万円。計8,400万円で
ある。

質 問
新玉名駅前整備の今年度以降の方

針は！

　新玉名駅周辺整備の方針は、今年度以降
どう進めていこうと考えているのか、次の
３つの事業期間について伺う。
①土地区画整理事業
②開発行為を行なう場合の事業
③民間による開発

建設
部長

整備手法及び事業実施については、

関係者の意向も含め令和３年度に

判断する予定

　①土地区画整理事業とは、必要とする道
路や公園等の用地を地権者が提供し、各地
権者の土地を整理した区画に再配置すると
いった土地利用を高める整備手法であり事
業期間は約10年間。②開発行為とは、３
千㎡以上の土地を開発業者が取得し、造成
等の環境整備を行なう事業手法であり事業

期間は約５年間。③民間による開発につい
ては、民間開発の誘導を促進する区域にお
いて個別に対応予定であり、法手続き等約
２年間を想定している。整備手
法及び事業実施については、関
係者の意向も含め令和３年度に
判断予定。

◦	現玉名中央病院跡地
開発の方向性

◦	新型コロナウイルス
感染の対策

◦	玉名市の教育の現状

QRコード ▼

QRコード ▼

QRコード ▼

▲約12万人が来館した大河ドラマ館

▲田園が広がる新玉名駅周辺
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質 問
ウィズコロナ時代における新たな

街づくりの推進を！

　新型コロナウイルスの発生により、今後
は感染対策も含め新たな視点での街づくり
が求められる。ⅠＣＴ導入における行政手
続きの電子化やキャッシュレス決済の推進
について市の見解を伺う。

企画経
営部長

申請項目の電子化拡充に向けた環

境整備を。キャッシュレス化は費

用対効果を検討

　「デジタル手続法」施行により、行政手
続等の利便性向上を図るため、手続きの電
子化に努める必要がある。本市では、対応
可能な申請・届出項目をさらに拡げるため
の環境整備に取り組む。

市民生
活部長

納税などのキャッシュレス化は、
利便性の向上を図るうえで検討す

べき課題である。導入には、初期費用や手
数料が発生するため、今後本市における利
用率の見込みと費用を比較検討していく。

質 問
小中学校が再開、今後を担う児童生

徒の全教室に空気清浄機の導入を！

　新型コロナウイルス感染症対策として、
すべての小中学校の教室約230室に空気清
浄機を導入してはどうか。これは、インフ
ルエンザ、ＰＭ2.5、花粉症対策などにも
効果的であり、教育環境整備の一貫として
導入を提案するが、市の考えを伺う。

市長
国の支援概要を基に、校長判断に

よる迅速で柔軟な対応実施を最優

先に考えている

　今回閣議決定された令和２年度第２次補
正予算の取り組み支援概要「文部科学省緊
急対策パッケージ（第２弾）」にある「子
供たちの学びの保障」の観点から「学校再
開に伴う感染症対策や学習保障等に係る支
援経費」の緊急措置として、各学校規模に

応じた金額で追加補正を計上。これは、校
長判断による迅速で柔軟な対応実施を最優
先に、各学校における感染症対
策に係る備品や学習保障に係る
教材等の購入に寄与できると考
える。

質 問
行政が一番に守るべきものは、地

域住民の生命と生活！災害発生時

の対応を伺う

　①情報共有化にＩＣＴ活用、防災無線デ
ジタル化のメリット、防災無線電話応答サ
ービス②マンホールトイレの整備状況及び
岱明町公民館への整備検討③防災士の把握
と組織化、資格取得への助成④災害発生時
の「新しい生活様式」等の対応

総務
部長

防災情報は複数の手段で発信する。

避難所の感染症対策として運用方

針を定めた

　①防災無線のデジタル化で、放送と同時
にメール配信、市ＨＰへの掲載、電話応答
サービスが可能となった。Ｊアラート等と
も連携。②玉名地域振興局南側で整備中。
岱明町公民館は、どこまで防災機能を持た
せるかも含め今後検討する。③玉名市内に

は65人。組織化は当事者の意見を参考に
したい。資格取得は県主催の講習会を紹介。
④可能であれば在宅や知人宅への避難をお
願いする。避難所では和室等への集約を改
め、複数の部屋に分散させて相
互の距離を確保。室内用テント
も活用する。検温や消毒等も適
宜行なう。

◦	新型コロナウイルス
感染症に伴う支援策
の今後は

◦	新型コロナによる市
政への影響、今後の
対策

◦	一般質問に対する対
応状況の公表につい
て

QRコード ▼

QRコード ▼

QRコード ▼

▲各教室に空気清浄機を要望

※防災無線の放送を電話で確認できます。

防災無線電話応答サービス
☎０９６８‐７３‐３４００
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その他の質問

その他の質問 質 問
新型コロナウイルス感染症対策に

ついて、市の取り組み等を問う

　医療機関との連携、支援の状況はどうな
っているのか。また、ひとり親家庭を支援
するための市独自の施策や対応を問う。
　令和２年度予算には、新型コロナの影響
で計画どおりに執行できないものが多々あ
るが、その財源の使い方はどのように考え
るのか。

健康福
祉部長

関係医療機関と連携し、感染症対

策に努める。ひとり親世帯応援給

付金を創設

　玉名郡市医師会主催により、医療関係者
と自治体等で毎週ウェブ会議を開催し、地
域の医療体制等を協議。支援策として医療
機関へ備蓄マスク等を提供する他、医療機
関の受診方法の周知啓発や感染防止用テン
トの貸出し設置等を支援する。

　玉名市ひとり親世帯応援給付金を創設し、
児童扶養手当受給者に１万円を給付する。

市長
終息が見通せない中、福祉、教育、
地域経済など様々な分

野における影響を考慮し、適宜、
適切な支援に予算を充てていく。
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議
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会
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質 問
少子化対策の歯止めに、不妊治療

に加え不妊検査助成の取り組み等

の検討を！

　現在は、母親の初産年齢が高く、流産の
確率も高い傾向にある。そこで、早い段階
に人生を考えるきっかけとして、「不妊検
査の助成のお知らせ」を婚姻届時にお伝え
してはどうか。また、国の最優先課題であ
る少子化対策に力を入れる必要があるが、
市の考えを伺う。

健康福
祉部長

不妊治療費助成の状況をみてから、

今後検討していく

　一般不妊治療費助成金の周知は、広報紙、
市ホームページ、県内産婦人科等で行なっ
ている。この助成は、昨年10月から始め
ているが、不妊検査費助成についても周知
方法を含め、少子化対策のひとつとして今

後の検討課題としていく。
　昨年度末「第２期玉名市子ども・子育て
支援事業計画」を策定。各種施
策の充実を図り、子育てしやす
い環境の整備を進める。

質 問
地方創生と観光施設の民営化（民

間移譲）について伺う

　草枕温泉てんすいやふるさとセンター
Ｙ・ＢＯＸは、ほとんど市の財政負担とな
っていない施設と考えるが、民間企業への
移譲・売却の計画がある。これは、雇用崩
壊による人口流出、農産物等の販売網縮小
による農林水産業の衰退となる。施設への
投資は、財政規模的に市の負担になるとは
考えにくい。

市長
財政負担と民間活力によるサービ

ス向上の両面から、施設の方向性

を検討する

　観光施設については、公共性を維持しな
がら将来的に持続可能なあり方を検討する
必要がある。そこで、財政負担上の課題解
決及び民間のノウハウを活用して更なるサ
ービスと集客力の向上を図るという考えの

もとに、民営化の検討を行なっている。市
としてはたくさんの方に愛される施設を存
続させたい気持ちは同じである。「玉名市
公共施設個別施設計画」の指針
に基づき、各施設の方向性につ
いて引き続き検討を進めていき
たいと考えている。

◦	教育の今後
◦	女性の健康と少子化
対策（乳がん検診）

◦	大規模改修が計画さ
れている文化センター
の今後

QRコード ▼

QRコード ▼

QRコード ▼

▲草枕温泉てんすい

■定例会・臨時会・全員協議会

会　議　名 開催日
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H30年第5回定例会

開会 H30.12.  3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問　1日目 H30.12.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問　2日目 H30.12.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問　3日目 H30.12.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会 H30.12.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31年第1回臨時会 H31.  2.  6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31年第2回定例会　

開会 H31.  2.25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問　1日目 H31.  3.  5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問　2日目 H31.  3.  6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会 H31.  3.25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R1年第1回定例会

開会 R  1.  6.  3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問　1日目 R  1.  6.14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

一般質問　2日目 R  1.  6.17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問　3日目 R  1.  6.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

閉会 R  1.  6.28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

R1年第2回定例会

開会 R  1.  9.  2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問　1日目 R  1.  9.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問　2日目 R  1.  9.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○

一般質問　3日目 R  1.  9.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

閉会 R  1.  9.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

全員協議会

　議会の運営に関することやその他の事項について協
議や調整等を行なう

H30.12.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  2.  6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

H31.  2.25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

H31.  3.25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △

R  1.  6.  3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  6.28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

R  1.  9.  2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  9.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

R  1.10.28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

R  1.11.19 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

○＝出席、△＝遅刻・早退、×＝欠席

定例会や委員会活動における議員の出欠状況議会
の

取り
組み

　議会では、積極的な議会改革として「身近で開かれた議会」、

「議会見える化」に取り組んでいます。

　そこで今回は、H30.11.26〜R1.11.20の１年間に開催し

た定例会や委員会活動における議員の出欠状況を掲載します。

その他の出欠状況はホームページ（下記QRコード）でご覧になれます。

▼ふるさとセンターY・BOX

QRコード
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▲金栗特別委員会を中心に作成された金栗四三PR動画の
撮影風景

▲子育て支援をテーマに開かれた意見交換会	 	
（文教厚生委員会）

▲新宿区へ地域性を活かした施設「漱石山房記念館」の
行政視察（有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特
別委員会）

▲天草市へタブレット導入の行政視察	 	
（議会改革推進特別委員会）

■総務委員会〔定数８〕

■議会運営委員会〔定数７〕

■金栗四三地域創造戦略特別委員会〔定数11（欠員１）〕 ■有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会
　（旧：公共施設等建設調査特別委員会）〔定数８〕

■決算特別委員会〔定数８〕

■議会広報広聴特別委員会〔定数８〕

■議会改革推進特別委員会〔定数８〕

■建設経済委員会〔定数７（欠員１）〕

開催日

坂
本　

公
司

吉
田　

憲
司

赤
松　

英
康

多
田
隈
啓
二

内
田　

靖
信

前
田　

正
治

森
川　

和
博

中
尾　

嘉
男

H30.12.17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  2.  6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  3.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  3.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  6.20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  9.17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日

北
本　

将
幸

多
田
隈
啓
二

西
川　

裕
文

内
田　

靖
信

前
田　

正
治

作
本　

幸
男

森
川　

和
博

H30.11.26 ○ ○ ○ ○ ○ — ○

H30.12.26 ○ ○ ○ ○ ○ — ○

H31.  2.  1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  2.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  3.25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  5.27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  6.28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  8.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  9.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.10.  2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.10.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

R  1.10.28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.11.20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※作本議員はH30.12.26就任

開催日

坂
本　

公
司

吉
田
真
樹
子

吉
田　

憲
司

一
瀬　

重
隆

多
田
隈
啓
二

松
本　

憲
二

德
村
登
志
郎

江
田　

計
司

近
松
惠
美
子

田
畑　

久
吉

H30.11.27 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

H30.12.  6 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

H30.12.20 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○

H30.12.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  1.  8 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

H31.  1.17 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  2.18 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

H31.  3.19 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

H31.  4.11 × △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  4.22 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  5.10 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○

R  1.  5.20 ○ ○ × × ○ △ △ ○ ○ ○

R  1.  6.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  6.25 ○ ○ ○ × △ ○ × ○ △ ○

R  1.  7.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △

R  1.  7.22 ○ ○ △ × ○ ○ × ○ ○ ○

R  1.  8.19 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

R  1.  9.  2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  9.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.10.17 ○ ○ ○ × ○ △ ○ ○ ○ ○

R  1.11.19 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

開催日

吉
田
真
樹
子

吉
田　

憲
司

一
瀬　

重
隆

古
奥　

俊
男

西
川　

裕
文

前
田　

正
治

森
川　

和
博

田
畑　

久
吉

H31.  2.22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  3.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

H31.  3.25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  8.30 △ ○ × ○ ○ ○ △ ○

開催日

吉
田　

憲
司

古
奥　

俊
男

多
田
隈
啓
二

嶋
村　
　

徹

内
田　

靖
信

江
田　

計
司

近
松
惠
美
子

森
川　

和
博

R  1.  9.  2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.10.23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.10.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日

吉
田
真
樹
子

吉
田　

憲
司

一
瀬　

重
隆

赤
松　

英
康

古
奥　

俊
男

北
本　

将
幸

多
田
隈
啓
二

德
村
登
志
郎

H30.12.  4 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

H31.  1.  7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  1.15 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

H31.  2.26 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

H31.  4.  9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

H31.  4.15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  4.23 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

R  1.  6.  4 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○

R  1.  6.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  7.  8 × ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  7.12 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  8.26 △ △ ○ ○ × ○ ○ ○

R  1.  9.  3 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

R  1.10.  7 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

R  1.10.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日

坂
本　

公
司

北
本　

将
幸

多
田
隈
啓
二

松
本　

憲
二

西
川　

裕
文

嶋
村　
　

徹

江
田　

計
司

近
松
惠
美
子

H30.12.21 ○ ○ ○ ○ — ○ ○ ○

R  1.  5.27 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

R  1.  9.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※西川議員はH30.12.26就任

開催日

一
瀬　

重
隆

古
奥　

俊
男

北
本　

将
幸

江
田　

計
司

近
松
惠
美
子

田
畑　

久
吉

H30.12.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  3.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  3.14 ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  6.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  9.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  9.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務部、企画経営部、市民生活部に係る案件を審査する

■文教厚生委員会〔定数７（欠員１）〕

開催日

吉
田
真
樹
子

松
本　

憲
二

德
村
登
志
郎

西
川　

裕
文

嶋
村　
　

徹

作
本　

幸
男

H30.12.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  2.  6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  3.15 ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.  3.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  6.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○

R  1.  9.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康福祉部、教育委員会に係る案件を審査する 議会の運営全般や議長の諮問事項、議案や陳情等を審査する

議会だよりの編集・校正作業を行ない年４回発行する

前年度の歳入歳出決算の「執行状況」を確認し、その内容の適否を審
査する

有明海沿岸道路の早期整備や公共施設、旧庁舎跡地利活用における
調査研究を行なう

大河ドラマ館を活用した地域活性化、金栗四三に係る地域振興
や誘客等の調査を行なった（R2.3月で委員会終了）

産業経済部、建設部、企業局に係る案件を審査する

議会の活性化及び改革を推進し、市民との意見交換を深める議会懇
談会の開催やペーパーレス化に取り組む

You  　　 でPR動画配信中！ご覧くださいTube
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8月 25日㈫ 議会運営委員会

9月 1日㈫ 開会

9日㈬ 一般質問

10日㈭ 一般質問

11日㈮ 一般質問

9月 14日㈪ 一般質問（予備日）

15日㈫ 総務委員会

16日㈬ 建設経済委員会

17日㈭ 文教厚生委員会

25日㈮ 閉会

議会広報広聴特別委員会
（委員長）北本　将幸　　（副委員長）赤松　英康

（委 員）坂本　公司　　吉田真樹子

　　　　　古奥　俊男　　松本　憲二

　　　　　德村登志郎　　嶋村　　徹

玉名女子高等学校

浦
うらつか

塚 ひかる さん
　夏はやっぱりスイカ！⾒た⼈を
涼しくさせるような絵を⽬指して
描きました。
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この広報紙は再生紙および地球環境にやさしい植物油型インキを使用しています。
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☆ホームページのアクセスは、検索画面で を入力してクリック！ 玉名市議会 ￨ 検索

　市民の皆さまには、新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力いただきありがとうございます。まだ

まだ予断を許さない状況ですが、気温が高くなるとマスク着用による熱中症なども危惧されるためご注

意ください。また議会では、ＩＣＴ化の取り組みとして今年度中にタブレットを導入予定です。これか

らも、みなさまにわかりやすい情報をスムーズにかつスタイリッシュにお届けできるよう努めていきます。

議会広報広聴特別委員会　委員　坂本　公司

編集後記

９月定例会の予定

　※都合により変更になることがあります。

コロナ対策をとっての６月定例会実施

〜３密を避けた議会運営〜
議会
の

取り
組み

【コロナ対策の実施】

①自己管理
　▪議場への入室前に、検温を行ない健康状態を把握する
　▪本会議、委員会等では必ずマスクを着用する
　▪入室前に、手指の消毒をする

②本会議
▪本会議の出席議員は、定足数※１（11人）を超える
程度のみとする
▪出席しない議員は、別室のモニターで中継映像を
視聴する
▪議案の採決時は、全議員が出席した上で採決する

③委員会
　▪議員は全員出席し、席の間隔をあける

④一般質問
　▪議員の質問時間は、通常の半分（30分）に減らす

⑤会場管理
　▪１時間に１回程度の換気をする

⑥一般傍聴
　▪傍聴席は通常の１/３（20席）に減らす

▲定足数での本会議

▲本会議を別室のモニターにて視聴中

※１	定足数とは、有効に議題を審議し決定するために必要な出
席構成員の数をいう。「地方公共団体の議会は、議員定数の
半数以上の議員が出席しなければ、会議を開くことができ
ない」と法の定めがある。本市の議員定数は22人であり、定
足数は11人となる。（現在の議員数は20人、欠員２人）


